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1. 研究背景 

ダイヤモンド状炭素(DLC)膜は低摩擦係数や高い硬さ値等を有し，摺動部への利用が進んでいる。

摺動面の摩耗量低減の為，相手材に硬質膜の形成も考えられるが同種の DLC 膜を用いると摩耗量

が増大する[1]．そこで本研究では相手材に炭素，水素に加えて複数の元素を導入した水素化アモ

ルファスホウ化窒化炭素(a-BCN:H)膜を用い，2 つの膜の間での摩擦係数を評価した． 

2. 実験方法 

パルスプラズマ CVD 法により DLC 膜を6 mm の SUJ2 球表面に，a-BCN:H 膜を Si(100)上に堆

積した．DLC 膜は C2H2を原料とし圧力 3 Pa，-4.5 kV の電力を印加し，1 h 膜を堆積させた．均一

な膜の作製のため，球は常に搖動させた．a-BCN:H 膜は Ar，C2H2およびトリメチルボラジンを導

入し，圧力 10 Pa，-3.5 kV の電力を印加し，1 h 膜を堆積させた．GD-OES で各膜の元素比を測定

し，各膜を形成した球と平板を用いてボールオンディスク(BOD)試験を行った． 

3. 実験結果 

 BOD 試験の結果を表 1 に，試験後の球表面の観察結果を図 1 に示す．SUJ2 球と a-BCN:H 膜を

用いた結果と比較して DLC 膜を堆積させた球では摩擦係数，摩耗量ともに減少した．更に，DLC

膜を堆積させた球と Si を用いた場合，DLC 膜が剥離したが，a-BCN:H 膜を用いた場合は球表面

の DLC 膜は剥離していない．更に炭素量の多い a-BCN:H 膜を用いた場合，最も摩擦係数，摩耗

量ともに低い値を示した． 

4. 結言 

 DLC 膜と a-BCN:H 膜を用いて BOD 試験を行い，組成によって摩擦係数及び摩耗量が変化する

ことを示した．膜の組成によって摩擦係数を制御でき，摩耗量を低減出来ることが示唆された．
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